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１ 平成22年度環境保全功労者等の表彰（環境大臣表彰） 平成22年6月 

（１）受 賞 者 小尾幸好（北杜市） 地域環境美化功績者表彰 

北杜市立白州小学校（北杜市） 地域環境美化功績者表彰 

甲州市立玉宮小学校（甲州市） 地域環境美化功績者表彰 

小荒間長寿者クラブ（北杜市） 地域環境美化功績者表彰 

（２）功績概要 

� 小尾幸好 

県立峡北農業高校退職（平成5年）後、その培った経験と専門知識を活かし、地域に

貢献できることとして、県道沿いの植花活動を始めた。また、「花いっぱい運動」でも、

苗・肥料等の提供を行うとともに、花壇の維持管理及び指導にあたっている。 

� 北杜市立白州小学校 

昭和53年から､学校周辺の落ち葉掃きを行い､それを堆肥として活用する野菜や米づ

くりの勤労体験学習を現在まで実施している。また、月に一度､登校時に道路のゴミ

拾い活動を実施している。 

� 甲州市立玉宮小学校 

平成元年から校区にあるザゼンソウ群落地の清掃活動に全校で取り組んでいる。平

成13年から、水神池公園内の学校田で水稲栽培を行うとともに､生物調査や水質調

査を実施している。 

� 小荒間長寿者クラブ 

昭和60年の設立以来、三分一湧水のゴミ拾いと巡回を行っている。また、三分一湧

水公園環境パトロールとして活動するとともに、会員の長年の知識を活かし観光案内

も実施している。 

 

２ 山梨県環境保全功績者表彰（知事表彰） 平成22年6月 

（１）受 賞 者 個人：なし 

団体：甲府市立国母小学校（甲府市）、山梨県立谷村工業高等学校環境化学

コース（都留市）、今川を守る会（昭和町） 

（２）受賞理由 多年にわたり、地域の環境保全活動に尽力するとともに環境保全思想の普及・

啓発に努め、地域の模範となっている。 

 

３ 平成22年度緑化功労者表彰（国土緑化推進機構理事長賞） 

（１）受 賞 者 三枝 健彦（甲州市） 

（２）功績概要  

昭和44年から、地域の環境を守るために、造林事業に従事することを決意し、現在の（有）

三枝造林に就職した。 
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以来、現在まで保安林整備事業及び県有林造林事業を中心に公益性の高い森林の造成

に尽力し、その長年の努力により手がけた造林地は、いずれも優良造林地に成長してい

る。 

しかし、木材価格の低迷や後継者不足から放置される森林が増加し、これに伴い森林の

機能低下も懸念されている。このため、県土を保全し、快適な地域の生活環境を次代に引

き継いでいくために、今後も健全な森林の育成及びその機能の維持向上へ力を注ぐ覚悟

で、日々努力をしている。 

 

４ 平成22年度全日本学校環境緑化コンクール表彰（国土緑化推進機構理事長賞） 

（１）受 賞 者 甲州市立神金小学校 

（２）功績概要  

神金小学校の学校林は、昭和21年に学校基本財産造成のため、ヒノキ、カラマツを植栽し

たことに始まった。その後、昭和28年に隣接する神金中学校林を統合し、児童・生徒・ＰＴ

Ａが、地拵、植林及び下刈りなどを実施し、現在まで造成に励んできた。そして現在は、こ

の学校林を次代に引継ぐために間伐、枝打ち等の保育作業を行うとともに、森林の適正管

理のための作業を通じた学びの場として活用している。昭和63年に結成した緑の少年少

女隊の活動も組み合わせ、学校全体で森や緑をキーワードとした体験学習などに取り組

んでいる。 

 

５ 平成22年度リデュース・リユース・リサイクル推進功労者等表彰（文部科学大臣賞） 

平成22年10月26日 

（１）受 賞 者 山梨県立わかば支援学校 高等部 

（２）功績概要 

教育活動の一環として、平成7年度から教育課程の作業学習の中に、「リサイクル活動」を

取り入れ、通年を通して活動に取り組んでいる。主な取り組みとしては、高等部の作業学

習「リサイクル班」の授業の中で、ペットボトル、空き缶、牛乳パック、ボトルキャップの回収

を行い、洗浄、潰し、分別及び牛乳パックの切り開き作業などを行っている（生徒16名）。 

また、障害のある生徒一人ひとりが、もてる力でリサイクル活動に取り組めるように教材・教

具の工夫を行い、さらに、社会のつながりや社会の一員であることを認識できる機会として

も捉えて活動に取り組んでいる。このような取り組みは、山梨県内の支援学校では先進的

な取り組みである。 
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